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インターンシップの目的インターンシップの目的

「農業の６次産業化」にかかる体験を
通じて 仕事への適応力を身に付け通じて、仕事への適応力を身に付け
るために必要なことを考える。

またインターンシップで学んだ事を将
来どのように活かすかを考えた来どのように活かすかを考えた。



６次産業化６次産業化

• 農業 (果物の収穫)

第一次産業

• 農業 (果物の収穫)

第二次産業

• 食料品製造業 (加工品の製造)

第二次産業

第三次産業

• 飲食料品小売業 (果物の販売)



仕事①ブドウの収穫仕事①ブドウの収穫

ブドウの
選別

ブドウの
収穫 選別

加工用 生食用加工用 生食用

ジャム製
造

試食用 ※包装
造

試食用 ※包装

※ブドウが脱粒・損傷しないよう丁寧に扱う



包装包装
①損傷・脱粒が無いか確認

②袋に入れる ③袋の上を縛る



包装時に脱粒したブドウ包装時に脱粒したブドウ

①細枝を切り落とす①細枝を切り落とす
②周りの実を寄せ見栄えを良くする
③再び包装へ③再び包装

④取れた粒は加工用へ



収穫作業で学んだ事

限られた時間内 選別 包装し限られた時間内で選別・包装し
果物に損傷、脱粒が無いかを探す果物に損傷、脱粒が無いかを探す

「迅速かつ正確な判断力」

「 寧 細「商品を丁寧に扱う繊細さ」

が必要！が必要！



仕事②桃ジャムの製造仕事②桃ジャムの製造
～ジャムが完成するまでの流れ～ジャ が完成するまでの流れ

①皮むき，一口大にカット ③焦げないようにかき混ぜる

桃の切
煮込み

桃 切
り込み
作業 糖度

煮込み
作業

充填作業 糖度

調整

作業
充填

調整

②砂糖・レモン汁投入 ④煮沸殺菌した瓶に
ジャムを流す



桃ジャム製造桃ジャム製造

切り込み作業 煮込み作業切り込み作業 煮込み作業



ジャム製造で学んだ事

げ 髪

ジャム製造で学んだ事

焦げ、髪の毛の混入で市場に出せなくなる

衛生 細心 注意を払う衛生面に細心の注意を払う

「強い責任感・注意力」
が必要！



仕事③販売仕事③販売

桃とブドウを販売桃とブドウを販売



●仕事内容●仕事内容

・接客・接客

・商品管理商品管理

○学んだ事
接客は言葉遣い・マナーだけでなく

「商品についての情報」も重要！



全仕事を通して全仕事を通して

仕事上でのコミ ニケ シ ンの大切• 仕事上でのコミュニケーションの大切
さを再確認し 仕事の適応力の向上さを再確認し、仕事の適応力の向上
を図ることができた。

• 今回の経験を活かし、様々な事に挑
戦する心を養っていきたい。



共同生活共同生活



一日の流れ
↓
12:10 仕事

6:00 起床
↓

12:10 仕事
↓
15 00 入浴 休憩↓

6:30 男子寮出発

15:00 入浴，休憩
↓

↓
8:50 仕事

18:00 夕食，休憩
↓8:50 仕事

↓
11:50 昼食 休憩

↓
20:00 夕食の片づけ
↓11:50 昼食，休憩

↓
↓
22:30 男子寮に戻る

他のインタ ンシ プ生と食事の支度をする・他のインターンシップ生と食事の支度をする



・料理当番が献立を考え調理する料理当番が献立を考え調理する



○共同生活で学んだ事○共同生活で学んだ事

全員が気持ちよく生活するために全員が気持ちよく生活するために
自主性を磨くこと



●サブリ ダ●サブリーダー

仕事内容

全インタ ン生 の指示 統括・全インターン生への指示・統括

○学んだ事○学んだ事

インターンシップ生に対して目的意インターンシップ生に対して目的意
識の共有を促す事の重要性識 共有を促す事 重要性



まとめ

自ら率先して仕事を引き受け、受 、
周りから頼られる人材になれる
よう今回のインターンシップでサ
ブリ ダ を務めた経験を活かブリーダーを務めた経験を活か
していきたいしていきたい



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


